


4戸 歯周病と糖尿病
姶良地区(医師会●歯科医師会●薬剤師会) 

最近、糖尿病の薬が増たた(変更になった) 

口臭があると言われた時がある 

歯磨きをすると、血がにじ凌 

あ手り歯磨きをしない0 

歯と歯の間にものガ寸央手ることがある0 

血糖値がなかなか安定しない 

歯茎が腫れること 

少しぐ·sつく歯がある 

ノヲJ(コを吸う 

ストレスを感じることが多いo 

上記項目が5個以上か星 が1つでもある場合は歯周病の疑いがあります。歯周病があると 

糖尿病治療の妨げになる事があります〇 「ヘモグロビンAicがなかなか下がらない」、 

「最近糖尿病治療薬が増えた」という『あなた!』に歯科受診をお勧めします〇 

歯周病菌が発生する毒素はインスリンの作用を障害する物質と同じ悪玉物質を作ってしまい 

ますO それが同じようにインスリンの働きを障害してしまうため、血糖が下がりづらい状態に 

なっていることがわかってきましたO 一般に歯周治療で改善する糖尿病の検査値(/\モグロビ 

ンAic)の改善度は平均0.4%くらいと言われています。これは、糖尿病のお薬1剤分に匹敵する 

とも言われております0 先ずは専門家の診断を受けてみましよう0 

  診断依頼書
担当歯科医 御侍史 
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いつも大変お世話になりますO 本書をお持ちの患者様は現在、糖尿病の治療を行って 

おり歯周病チェック票にて上記の結果となっております〇糖尿病治療において歯周病が 

治療の妨げになっている可能性がこざいましたので受診勧奨致しました。 

こ高診、こ処置のほど宜しくお願い致しますO 

患者様の治療において必要な情報がございま 

したら裏面の「診療情報提供書」をこ利用下 

さいO 

構報提供薬局名称 

及び所在地 



紹介先薬局 

歯周病と糖尿病 

診療情報提供書 

御中 

私は歯科治療時に必要な情報を薬局と医師、 

歯科医師が共有·伝達する事を了承します。 

氏名 

生年月日( 年 月 日) 

住所 

唾授壬釆宴 
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歯科医師からの連絡事項 

紹介元歯科医療機関名称 

及び所在地 

この度は、上記患者様の歯科受診勧奨頂き 

ありがとうこざいます〇 

診察の結果歯周病の進行状況は以下の通りでした。 

ロ健康 口歯肉炎 口歯周病(軽)ロ歯周病(中)ロ歯周病(重)口その他( ) 

歯科治療時に影響のある薬剤の確認と服薬状況等がこざいましたら下記項目にチェックを入れて 

具体的な薬剤名称をこ記入ください0 また、腎機能、肝機能I糖尿病に関する情報もございましたら 

こ記入願います0 

ロ 抗血栓薬( ) 

服薬指導.抜歯等、出血を伴う治療の際、服薬を中断する必要がある事を伝えております〇 

ロ ビスフォスフォネート製剤 

( ) 
服薬指導.顎の違和感、痛みが出たら主治医に伝える又は歯科受診をする事。 

又、抜歯等の治療を行う際、前もって薬の休薬を行う必要があるので歯科医師に伝えるように伝え 

ております。 

ロ その他( 

ロ 歯科治療に影響のある薬剤はこさいません 

上記薬剤の服薬状況 

コンプライアンス ロ 良好 口 不良 

副作用の有無 口 無 口 有 

) 

服用期間中の患者様の状態変化(薬剤師からの連絡事項) 

ロ 肝機能低下患者 

ALT: AST: 

口 腎機能低下患者 

個別化eGFR 

ロ ヘモクロビンAic 

幡報提供薬局名称 

及び所在地 

y-GTP 

クレアチニン: 

担当薬剤師 記入日 年 月 日 








